
大槻以後 : 学校国文法成立史研究

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-02-17

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 山東, 功

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00002589URL





大槻以後―学校国文法成立史研究― 1 

大槻以後―学校国文法成立史研究― 

山 東   功 

１．はじめに 

 古田東朔氏は明治・大正期の文法教育について、明治期（模索期（明治 5 年以

前）、模倣期（明治 5 年頃～明治 18 年頃）、体系的文語文法確立期（明治 19 年頃

～明治 32 年頃）、今文文法期（明治 33 年頃～明治 43 年頃））、大正期（現代文法

期）というように、およそ 5 段階程度の展開があったことを指摘している（古田

（1956））。こうした文法教育の変遷史を追うことは、文法教育の目的を見ていく上

で大変重要なことだが、一方で、文法教育史が日本語文法研究史の流れと異なっ

た位置にあることにも気付かされる。例えば、明治以降の文法研究に関する国語

学史（日本語学史）的記述のほとんどは、大槻文彦、山田孝雄、松下大三郎、橋

本進吉らの文法学説を中心に取り上げ、当時の教科教育文法（学校現場で教育さ

れていた文法、以下「学校国文法」）の
（1）

中身について言及されることはほとんどな

い。その一部の例外は福井（1934）であるが、これはこれで網羅的な記述に徹し

ているため、流れをつかむことが極めて難しい。つまり、文法研究史と文法教育

史とは、あえて極言すれば、乖離した形で認識されていることから、一方の立場

に立つ限り、学校国文法は常に批判の対象としてしか存在しえない構造となって

いる。このことは、大槻をはじめ、山田、松下、橋本らが編集に携わった学校国

文法教科書における、それぞれ自説との相違を強調する個所などを見れば一目瞭

然である。試みに、この相違点を明瞭化する意味も含めて、学校国文法の成立に

ついて時代区分を行うと以下のようになる。 

 

第１期（1868～1886） 文法教科書検定以前（成立前史） 

   田中義廉、中根 淑（洋式日本文典）、 

   物集高見（国学風日本文典） 

第２期（1886～1897） 文法教科書検定以後（「中学校令」、「師範学校令」公布後） 

   落合直文・小中村義象、大和田建樹 

第３期（1897～1931） 大槻文彦『広日本文典』以後 

  大槻文彦、三土忠造、芳賀矢一、新村 出、 

春日政治、吉澤義則、山田孝雄、松下大三郎 



 2 

※1902（明治 35）年文部省訓令第 3 号「中学校教授要目」 

第４期（1931～） 現行学校国文法の成立 

  橋本進吉『新文典』、文部省『中等文法』以後 

 

 ここで注目すべきは、現行の学校国文法以前に中心的な役割を果たした、前段

階の学校国文法の存在である。それこそが、大槻文彦を中心とする第３期の文法

教科書群であり、その多くは大槻文彦の『広日本文典』（いわゆる「大槻文法」）

を念頭に置いたものであった。この辺りについては、金田一（2004）における次

の記述からもうかがい知ることができる。 

 

元来、当時（引用者注：昭和 10 年代）は中学校の文法の授業は大槻文法で教

えることになっていたが、大槻文法では割り切れない部分が多い。「この」と

か「あらゆる」とかいう語の品詞を言うことができない。また「静かに」「元

気に」を副詞とするのはいいとしても「静かな」「元気な」という形の説明が

できない。 金田一（2004）p.702～p.703 

 

 本稿は、学校国文法の成立に関して、大槻文彦の文法書との関係について若干

の検討を試みたものである。 

２．大槻文彦『広日本文典』の成立と学校国文法 

2. 1. 大槻文法の体系 (1) ―『広日本文典』の記述― 

 大槻文彦の文法研究は、国語辞書『言海』編纂と密接なつながりを持っている

が、1897（明治 30）年刊行の『広日本文典』以後、多くの文法教科書の編纂や監

修に携わっており、内容についても一部に大きな変化がみられる。具体的に大槻

が編纂した文法書は、論文等を除けば以下のとおりである。 

 

1890（明治 23）年 『語法指南』 

1897（明治 30）年 『広日本文典』、『広日本文典別記』 

 『中等
教育日本文典』 中学校上級・師範学校 

 『日本文典初歩』 中学校 1・2 年 

1900（明治 33）年 『日本文法教科書』（上・下） 

1901（明治 34）年 『修
正日本文法教科書』（上・下） 中学校・師範学校 

1902（明治 35）年 『日本文法中教科書』 中学校上級・師範学校 
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1905（明治 38）年 『新
体日本文法教科書』（首・上・下・続） 

中学校・師範学校・高等女学校 

 

1916（大正 55）年 『口語法』（国語調査委員会編） 

1917（大正 56）年 『口語法別記』（国語調査委員会編） 

 

 大正期の『口語法』『口語法別記』を文法書に含めるべきかどうかは、国語施策

に関する報告書という性質上、議論の分かれるところであるが、『広日本文典』成

立以後、中学校や師範学校、高等女学校用の文法教科書が多く編纂されている点

に注目すべきである。そして、これらの文法教科書についても詳しく見ていけば、

全てが同じ記述でないことがわかるのである。 

 さて、『広日本文典』の一部を抄出して文法教科書としての体裁にまとめなおし

たものが、同年刊行の『中等
教育日本文典』と『日本文典初歩』であるが、抄出である

以上、内容は『広日本文典』と全く同じである。以下、現行学校国文法との対比

を考える上で重要な要素となる「品詞分類」、「活用形」、「文の成分」の三点を中

心に見ていくこととしたい。
(2）

 

 品詞分類は「名詞（体言）、動詞（用言、作用言）、形容詞（形状言）、助動詞、

副詞、接続詞、弖爾乎波」の 7 品詞で、『広日本文典別記』には以下のように解説

されている。 

 

衆語ヲ先ヅ、体言、用言、助辞、ト大別スルコト、悪シトニハアラネド、此

ノ概別ニテ、能事了ルベキニアラズ、必ズ復タ、其ノ下ニ、小別（八品詞）

ヲ立テヽ、更ニ詳説セズハアルベカラズ。然ルトキハ、先ヅ、体、用、助、

ニ大別シテ説クコト、何等ノ必要モナキヤウニテ、徒ニ、一ノ煩ヲ設クルニ

過ギザルベク、初ヨリ、直ニ、八品詞ヲ、各独立ニ説クコト、却テ、甚ダ簡

明ナルヲ覚ユ。此ノ故ニ、此ノ篇ハ、体、用、助辞、ノ旧別ニ拠ラズ、初ヨ

リ、八品詞ニ部門ヲ立テヽ説ケリ。 『広日本文典別記』p.33～p.34 

 

 ついで活用形については、「第一活用（第一終止法）、第二活用（連体法、第二

終止法）、第三活用（第三終止法）、第四活用（不定法）、第五活用（中止法、連用

法、名詞法）、第六活用（命令法）」として、具体的には以下の活用形を認めてい

る（解説は同じく『広日本文典別記』）。 
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第一活用 第二活用 第三活用 第四活用 第五活用 第六活用 

（行）ゆ-く ゆ-く ゆ-く ゆ-け ゆ-か ゆ-き ゆ-け 

 

従来、五段ノ名称ヲ、直ニ、将然言、連用言、終止言、連体言、已然言、ト

呼ベリ。是等ノ事、悪シトニハアラネド、尚、論ズベキコトアリ。先ヅ、其

本語ニ、用言トイフ名ヲ付シテ、其活用ニ、又、将然言、連用言、ナド、言

ノ字ヲ付スルハ、言中ニ言アルコトトナリテ、甚ダ初学ノ迷ヒヲ惹キ易シ、

（中略）旧図ニハ、各段ノ欄内ニ、助動詞、弖爾乎波等ヲ、一一、挿入シタ

レド、用言ノ活用ノミ説カム場合ニハ、甚ダ錯雑ヲ起スヲ覚ユ、サルハ、将

然言ノ下ニ、「ゆかず」ナドアリテハ、唯、「ゆく」トイフヲ現在ニ打消ス意

ノモノナレバ、将然トイフ命名ニ違ヒ、終止言ノ下ニ、「ゆく、べし」ナド

アリテハ、助動詞ノモ連ル所アリテ、「終止ス」トイフ意ニ合ハズ、連体言

ハ、体言ニ連ルトイヒテ、又、「ゆく、なり」ナドアリテハ、助動詞ニモ連

ル意トナリテ、初学ヲシテ甚ダ惑ハシム。 

右ノ如クナレバ、本書ノ動詞表ノ各段ニハ、一切、意義アル名称ヲ付セズ、

段ノ名称トシテハ、単ニ、第一活用、第二、三、四、五、六活用ト称呼セシ

ムルコトトセリ。 『広日本文典別記』p.71～p.72 

 

〈文の成分〉 主語、説明語、客語、修飾語（主部、客部、説明部） 

 

主語、又ハ、文主ハ、英文法ニイフ Subject ニテ、説明語ハ、Predicate ナリ、

客語ハ Object ナリ、修飾語ハ Modifier ナリ。 『広日本文典別記』p.157 

 

 ところが、こうした『広日本文典』の記述も、後に編纂される文法教科書では

改変される部分が生じてくるのである。 

2. 2. 大槻文法の体系 (2) ―『日本文法教科書』以降の改変― 

 1897（明治 30）年刊行の『中等
教育日本文典』や『日本文典初歩』は『広日本文典』

の抄出であるため内容の変化は見られないが、1900（明治 33）年刊行の『日本文

法教科書』（上・下）以降、活用形が以下のように旧来の順に改まっている。 

 

〈活用形〉 第一転（不定法）、第二転（中止法、連用法、名詞法）、第三転（本

体・第一終止法）、第四転（連体法、第二中止法）、第五転（第三

中止法）、第六転（命令法） 
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第一転 第二転 第三転 第四転 第五転 第六転 

（咲）さ-く さ-か さ-き さ-く さ-く さ-け さ-け 

 

 これについて大槻は、次のように弁明を行っている。 

 

此書を、前作の文典にくらべて、動詞、形容詞、助動詞の表の第一二三階に

ありし終止、連体、不定法を、第三四五階に置きかへたるは、某氏の強ひて

請ふことありしによりて、此書にのみ、しばらく枉げてせしわざなり、全く

我が持論を変じたるにはあらず、『日本文法教科書 下巻』「おくがき」p.2 

 

 この「しばらく枉げてせしわざなり」という文言に、大槻の不満が感じ取れて

興味深いが、それほどまでに国学以来の活用形の配列が強固なものであったのか

を知ることもできる。やはり、そこには教育的配慮が存在しているはずであり、

たとえ理論的に最良なものであったとしても、一方では慣用との関係から教育的

に妥協を要する部分が存在するという事実を、この改変は示しているように思わ

れる。 

 また 1905（明治 38）年刊行の『新
体日本文法教科書』では、文語と口語の対応に

ついても詳しく触れられており、四段活用の「しぬ（死）、ある（有）」、上一段

活用の「おきる（起）」、下一段活用の「あける（明）」、加行変格活用の「くる」、

佐行変格活用の「する」などを「口語にて遷りたる活用」として、具体例を示し

ている。なお、活用については第六転（命令形に相当）で、「=きい、=きろ（上

一段活用）」「=けい、=けろ（下一段活用）」「=こい（加行変格活用）」「=せい、=

しろ（佐行変格活用）」を挙げている（『新
体日本文法教科書 上巻』p.14～p.17）。 

 活用形の改変は、大槻の創見が教科書として受容されなかったことを意味する

が、これは学説上の正否ではなく、それまでの文法教育で培われたものとの整合

性や継承性が大きく関係している。それまでの文法教科書とあまりにも異なる内

容であれば、それは教育現場に混乱を生じさせる以上、どうしてもある種の妥協

が必要となってくるからである。その意味で、大槻以後を考える場合においても

『広日本文典』刊行以前の文法教科書を見ておく必要があるだろう。 

2. 3.  『広日本文典』以前の学校国文法教科書の例―落合直文・小中村義象（1890）

『中等
教育日本文典 全』― 

 『広日本文典』刊行以前に多く用いられた文法教科書は、拙稿（2010）で示し

たように、国学風日本文典に位置づけられる落合直文・小中村義象『中等
教育日本文典 
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全』（1890）が代表的である。概要として以下に目次と品詞分類、活用形、文の

成分に関する記述部分を列挙する。 

 

言語 

総論／体言（名詞・代名詞・副詞・接続詞・歎詞）／用言（作用言・形状

言・用言の変化・良行変格一格・作用言転用格・用言自他格・用言命令格・

用言崇敬格）／用言活例／助辞（動助辞・静助辞・助辞の分類・体言所属

の助辞・用言所属の助辞・用言と助辞と接続上の特例・命令詞所属の助辞・

助辞と助辞との関係・助辞の時）／語格全図 

文章 

係結法／跨続法／反転法／省略法／対語法／畳語法／重語法／添詞法／懸

詞法／解剖法 

 

〈品詞分類〉 体言 名詞、代名詞、副詞、接続詞、歎詞 

 用言 作用言、形状言 

 助辞 動助辞、静助辞 

 

〈活用形〉 未然段、続用段、断止段、続体段、已然段 （〈文の成分〉は記

述なし：拙稿（2010）参照） 

 

 ちなみに『中等
教育日本文典 全』の広告文（第 19 版表紙所載）には「殊ニ多年官

私ノ諸学校ニ於テ、実地教授セラレタルモノナリヲ以テ、中学校、師範学校、其

他高等諸学校、教科書尤適当無比ナルモノナリ。」とあり、多くの中等教育機関

で使用されていた。 

 ここで、大槻の『語法指南』から『広日本文典』に至るまでの間に刊行された

文法書の一覧を示すと、管見の限り以下のようなものとなる（国立国会図書館蔵

書目録等によって作成し、●は架蔵、○は複写によって確認したものを示す）。ゴ

シック体で示したものは、「体言・用言・助辞」型品詞分類の国学風日本文典であ

る。 

 

1890(明治23)年 那珂通世 『国語学』 金港堂 

 岡倉由三郎 『比較博言学一名日本語学一斑』 明治義会 ●

 岡直廬 『国語指掌』 細謹舎 ○

 落合直文・小中村義象 『中等教育日本文典 全』 日本堂 ●
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 佐藤雲韶 『普通文典』 鳴時社 ○ 

 手島春治 『日本文法教科書』 金港堂 ○ 

 落合直文 『普通文典』 国語伝習所 ● 

 田中渙乎編述 『仮名交文典』 博文館 ● 

 平井正俊 『ニホンブンテンオオムネ』 カナノクワイ  

1891(明治24)年 大和田建樹 『和文典』 中央堂書店 ● 

 関根正直 『国語学 完』 弦巻書店 ● 

 帆足正久 『国語独案内』 普及舎 ○ 

 岡倉由三郎 『日本新文典』 富山房 ● 

 高津鍬三郎 『日本中文典』 金港堂 ● 

 今井彦三郎 『語格新書』 集英堂 ○ 

 飯田永夫 『日本文法問答』 上原書店 ● 

 村山自彊 『普通教育国語学文典』 大倉保五郎 ● 

 斎藤普春 『国語学指南 上編』 学友館 ○ 

 落合直文 『日本文典』 吉川弘文館 ● 

 井口隆太郎 『普通文典』 皇典講究所 ○ 

1892(明治25)年 大宮宗司・星野三郎 『日本小文典』 博文館 ● 

 田中勇吉編 『校用日本文典初歩』 目黒甚七 ○ 

 野田瀧三郎編 『国文のあやまり』 吉岡平助・平井文助 ● 

 大久保初雄 『中等教育国語文典』 図書出版 ● 

1893(明治26)年 加部巌夫 『語学教授本』 大日本図書 ○ 

 小田清雄 『応用日本文典』 文栄堂 ● 

 林甕臣 『開発新式日本文典』 国文語学会事務所 ○ 

 大川真澄 『普通教育日本文典』 吉川半七 ● 

 村田鈔三郎 『国語文典』 榊原文盛堂 ○ 

 木村春太郎 『日本文典』 育英堂 ○ 

 落合直文・小中邨義象・橋本光秋『普通日本文典』 教育書房・松村九兵衛 ● 

 関根正直 『国語学参考』 六合館弦巻書店 ● 

 秦政治郎 『皇国文典』 目黒十郎 ● 

 岡直廬 『三の栞』 細謹舎 ○ 

 林甕臣 『日本文典』 林甕臣 ● 

1894(明治27)年 大久保初雄 『中等教育普通日本文典』 積善館 ○ 

 井田秀生 『皇国小文典』 明法堂 ○ 

 西田敬止 『応用日本文典』 長島文昌堂 ○ 
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 春山弟彦 『日本文法授業参考語学手引』 姫陽書院 ○

 遠藤国次郎・鈴木重尚 『日本文典教科書』 桜井書店 ●

 中村五十一郎 『日本助辞詳解』 六合館弦巻書店 ○

 大宮宗司 『初等教育日本文典 全』 博文館 ●

 田中義之 『受験必携日本文典問答』 大久保書店 ○

 畠山健述 『日本文法』 東京文学院 ○

 平田盛胤講述 『国語学教授書』 東京学館独習部 ●

1895(明治28)年 関根正直 『普通国語学』 六合館書店 ●

 岡崎遠光 『日本小文典』 大草常章 ●

 遠藤国次郎等 『実用文典』 林平次郎 ●

 服部元彦編 『中等教育日本文法』 嵩山房 ○

 豊田伴 『新撰日本文典 上巻』 衆生堂 ○

 高津鍬三郎 『国語科講義録 日本文典』 
長崎県有志教育会本

部 
○

 峰原平一郎 『普通文典』 敬業社 ○

 富山房編輯所編 『国語問答』 富山房 ●

1896(明治29)年 新保磐次 『中学国文典』 金港堂 ●

 大宮兵馬 『日本語法』 吉川半七 ●

 柏木重総 『東文典』 磯部太郎兵衛 ○

 味岡正義・大田寛 『簡易日本文典』 玉潤堂 ○

1897(明治30)年 大久保初雄 『日本中文典』 明治書院 ●

 大槻文彦 『広日本文典・別記』 吉川半七・三木佐助 ●

 大槻文彦 『中等教育日本文典』 吉川半七・三木佐助 ●

 大槻文彦 『中等教育日本文典初歩』 吉川半七・三木佐助 ●

 岡倉由三郎 『日本文典大綱』 富山房 ●

 岡直廬 『中等教育国文典』 嵩山房 

 落合直文 『中等教育文法教科書』 博文館 ●

 落合直文 『日本大文典』 博文館 ●

 塩井正男 『中学日本文典』 六盟館 ●

 鈴木重尚 『教科用日本文典 完』 目黒書房 

 中等学科教授法研究会 『教程日本文典』 
中等学科教授法研究

会 
●

 鳥山譲編 『国文の栞』 集英堂 ●

 中島幹事 『中学日本文典』 春陽堂 ●



大槻以後―学校国文法成立史研究― 9 

 西山実和 『日本文典 巻之上』 西山実和  

 渡辺弘人 『新撰国文典』 浪華書院 ● 

 和田万吉 『新撰国文典』 富山房 ● 

 

 ただし、国学風日本文典以外でも「体言、用言」という術語については、多く

の文典で言及されている。また関根正直のように「体言、用言」を活用の有無で

分類する文法書も存在する。これらを見る限り、明治 20 年代が落合・小中村の文

法書に代表される国学風日本文典の影響のほどをうかがい知ることができる。結

果として、大槻の創見とは別に、旧来の活用形の温存がその後も図られたと見る

ことができるのである。確かに、五十音図に立脚した旧来の活用形の方が、文法

教育的に容易であったことだろう。現場の教師も、明らかにそれらに慣れ親しん

でいたはずである。 

2. 4. 『広日本文典』と同時期の学校国文法教科書の例―三土忠造（1898）『中等

国文典』― 

 さて、一部で改変をもたらしながらも、大槻の文法教科書は大いに普及してい

ったわけだが、これを補完するものとして存在したのが三土忠造の文法教科書『中

等国文典』である。これは以下のように版を重ね、極めて多くの学校で用いられ

ていた。 

 

1898（明治 31）年 『中等国文典』（初版～8 版） 

1899（明治 32）年 『訂
正中等国文典』（訂正 9 版～訂正 24 版？） 

1902～1903（明治 35～36）年 『
再
訂中等国文典』（再訂 25 版？～） 

1906（明治 39）年 『
新
訂中等国文典』 

 

 三土の文法教科書普及については福井（1934）に以下のような記述がある。 

 

従来国文典の教科書として最も成功した一つは、三土忠造氏の中等国文典に

若くは無からう。その初版は三十一年四月であつたが、翌年の末には九版を

重ね、三十四年には二十版に及び、全国百余の中小学校に広く用ゐられた。

蓋し著者はよく教科書の性質を解し、編纂の順序を考へ、材料の多寡を計り、

文法上普通の事項を教育的に排したれば、世に歓迎せられたのも尤もなこと

である。   福井（1934）p.291 
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 このような高評価をもたらした要因の一つには、編纂態度と記述内容が挙げら

れる。具体的には、分冊制として教科書としての利便性を図り、学年進行に応じ

た編術態度（いわゆる循環式）を通したという点である。つまり、同じ項目を学

年に応じて易から難へと循環させていく方法である。また、具体例を用いた機能

的方法を重視し、教授内容を演繹的に用いるという、教育的配慮に沿ったもので

ある。これらの点について三土は「例言」の中で以下のように述べている。 

 

教科書は専、生徒の類化力に順はざるべからざれば、言語と思想との関係、

音韻などを始より事々しく載せむことかたし。一品詞に属する事共を、一章

の下に網羅せむことも亦望むべからず。（中略）故に本書は巻を分ちて上中

下巻となし、上巻には極めて理会し易きもののみを載せ、中巻にて之を補綴

し、下巻に至りて、完結せしめたり。 『中等国文典』「例言」p.1～p.2 

 

文法の例を古書に取るは、一般の習なり、之がために生徒は解釈に苦しみ、

肝心の文法を理会せずして止むこと多し。本書は此弊を避けむと欲し、多く

卑近の例を載せたり。（中略）本書は文法を規則として暗記せしめず、帰納的

に規則を発見し、演繹的に之を応用せしむる方法によらむと欲し、規則の前

には必、其例を挙げ、更に練習題を加へたり。 

 『中等国文典』「例言」p.3～p.4 

 

 『中等国文典』の内容は以下のとおりである。 

 

上巻 

名詞／代名詞／動詞／形容詞／助動詞／副詞／接続詞／助詞／感動詞／単

語の種類 

中巻 

代名詞の種類／動詞／形容詞／助動詞／係結及び呼応 

下巻 

単語篇：動詞と助動詞との連続／助動詞相互の連続／助詞／品詞の相転／

単語の構成 

文章篇：文又は文章（訂正版以降は「文」）／句／文の組織上の種類／文の

性質上の種類 
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〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、助動詞、副詞、接続詞、助詞、

感動詞 

 

〈活用形〉 将然段、連用段、終止段、連体段、已然段、命令段 

 

〈文の成分〉 主語、客語、補足語、説明語  修飾語（文の成分に含まず） 

 

 大槻の文法教科書と比べると、品詞分類や活用形などで異なりを見せている。

やはり、普及の度合いを考えると、どうしても三土の文法教科書に合わせたよう

な改変が、大槻のものにも求められたのであろう。ただ、教育者である三土自身、

文法研究を本格的に行っていなかったこともあり、三土の文法教科書を通読した

としても、より深い内容を見ていくには、どうしても『広日本文典』や『広日本

文典別記』における大槻の文法学説のような参照先が必要である。その意味で大

槻と三土は、学校国文法成立という枠組みの中で、相補的な立場にあったように

思われるのである。また、そうしたことが可能となるのも、文法教育という、あ

る種の臨機応変さが求められる場ならではのものであったと言えるだろう。 

2. 5. 中学校教授要目との関係 

 また、三土の文法教科書が多く用いられる要因を考える上で、1902（明治 35）

年公布の文部省訓令第 3 号「中学校教授要目」を見ておくことは極めて重要であ

る。これは文法教科書の検定指針とも関係しているからであり、教授要目から外

れる文法教育など存在しない以上、その存在は絶対的であった。このことは、戦

後の文法教育における学習指導要領の位置を念頭におけば、おおよそ見当がつく

だろう（戦後はそれほど厳しいものではないかもしれないが、学習指導要領に即

さない教科書は検定において不合格となる意味で、やはり絶対的である）。 

 この中学校教授要目の「国語及漢文」のうち文法に関する項目は以下のとおり

である。 

 

第一学年 仮名遣附字音仮名遣ノ大要 国語品詞ノ分別 漢文品詞ノ分別

ノ大要 

 国語文法ハ言文ノ対照を主トシ常ニ口語ト今文トヲ関連セシメ

テ今文ニ必須ナル法則ヲ示スヘシ 

第二学年 品詞各論 

第三学年 文章論ノ大要 係結ノ法則 文章ノ解剖 
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第四学年 前各学年中授ケタル事項ノ復習 近古以上ノ文ニ特有ナル法則 

第五学年 前各学年中授ケタル事項ノ復習 単語ノ構造 国語沿革ノ大要 

 

国語ノ文法ニ於テ最モ誤リ易キハ活用語ノ用法ナルヲ以テ教授ノ際特ニ之ヲ

注意シ常ニ其ノ練習ヲ怠ラサルヘシ（「教授上ノ注意」） 

教育史編纂会編（1938）p.200～p.207 より抄出 

 

 ここで注目すべきは、各学年ごとに教授内容が順次進行していくという教育課

程上のあり方である。これは文法教育の内容とともに、それをどの段階で扱うの

かという教育的配慮を重視したものであり、必然的に教育課程と合致した文法教

科書が用いられやすくなるという状況を生むことになるのである。このことは、

1911（明治 44）年改正の文部省訓令第 15 号「中学校教授要目改正」になると一

層顕著なものとなる。「中学校教授要目改正」の「国語及漢文」のうち、文法に関

する項目では、「文法ハ主トシテ現代文ニ通有セル法則ヲ説明スヘシ」として、具

体的に第三学年で、「成ルヘク既修ノ材料ニ基キ主トシテ現代文ニ必須ナル法則ヲ

示スヘシ」と規定している。しかも、教授上の注意については以下のように述べ

られている。 

 

文法ハ特ニ其ノ時間ヲ設ケサル学年ニ在リテモ便宜講読・作文等ニ付帯シテ

之ヲ教授シ又ハ練習セシムヘシ 

文法ハ実例ニ就キテ帰納的ニ教授シ実用ニ適切ナラシメンコトヲ要ス 

 （「注意」） 

教育史編纂会編（1939）p.158～p.163 より抄出（下線は引用者） 

 

 この下線部は明らかに三土の文法教科書で展開された教育法と同一である。そ

の意味で、学校国文法成立史的に見れば三土の文法教科書は極めて重要な位置を

占めるものであるが、この点を明確に指摘したものは矢澤（2002）などを除きあ

まり見受けられない。ここでは大槻の学説とともに、教育的配慮と普及という観

点から三土の文法教科書の重要性についてのみ指摘しておく。 

 さて、明治 30 年代の学校国文法成立史として、当時の文法教科書の多くがどの

ようなものであったのかについて、以下に見ておくことにしたい。 
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３．大槻以後―『広日本文典』から芳賀矢一『明治文典』に至るまで― 

3. 1. 1902,1903 年刊行の文法教科書における文法記述 

 『広日本文典』刊行後の文法書の流れについては、試みに 1902（明治 35）年、

1903（明治 36）年刊行のものを見ていくと、管見の限り以下のようなものとなる

（前項と同様、国立国会図書館蔵書目録等によって作成し、●は架蔵、○は複写に

よって確認したものを示す）。なお、ゴシック体は文部省検定済教科書、斜体はそ

の教科用参考書で示したが、これら以外でも用途は文法教科書や副読本であった

ものと思われる。 

 

1902(明治35)年 岡田正美 『解説批評日本文典』 博文館 ●

 大町芳衛・高橋龍雄 『国語新文典』 普及舎 

 大槻文彦 『日本文法中教科書』 開成館 ●

 今泉訓太郎 『国語の栞』 金港堂 ○

 三石賎夫編 『日本文典』（教科書として編纂） 宝永館 ○

 三石賎夫編 『文典の栞』（学生用参考書） 宝永館・鶏声社 ○

 鈴木暢幸編 『日本文法』 光風館 ○

 山田孝雄 『日本文法論 上』 宝文館 ○

 新楽金橘 『中等教育日本文典』 敬業社 ●

 佐々政一 『日本文典』 金港堂 ●

 佐々政一 『続日本文典』 金港堂 ●

 松平円次郎 『新定日本文法教科書』 興文社 ●

 吉田弥平・小嶋政吉・小山左文二 『国文典教科書』 松邑三松堂 ●

 糸左近 『雅俗対照和漢の文典』 金刺芳流堂 ○

 糸左近 『諸学校参考用検定受験用国語の栞』開発社 ○

 屋代熊太郎 『女子日本文典』 六盟館 ●

 日野篤信 『摘要日本文典』 坪島弘開堂 ○

 益田多米彦 『日本文典初歩』（非売品） 益田多米彦 ○

 鈴木忠孝 『日本文典大綱』 大成学館 ○

 小山左文二・小嶋政吉 『女子国文典』 三友書院 ●

 窪田亮吾 『国文典講本』 興文社 ○

 小林稲葉 『新編日本俗語文典』 田中宋栄堂 ●

 入江祝衛 『日本俗語文法論』 有千閣 ●

1903(明治36)年 千勝義重編 『誤り易き国文法』 大学館 ○
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 横地清次郎 『国文法教科書』 明治書院 ●

 永井一孝 『国文法要義 第一編』 大日本図書 ●

 松平円次郎 『新定日本文法教科書参考書』 興文社 ●

 松平円次郎 『女子文法教科書』 興文社 ●

 金沢庄三郎 『日本文法論』 金港堂書籍 ●

 大宮兵馬 『中等日本文典』 国光社 ●

 山田信次・蔵田国秀 『作文応用日本文法教科書 中之巻』石敢堂 ○

 吉田弥平・小山左文二 『新撰国文典』 松邑三松堂 ●

 弘文館編 『新撰中等文典』 弘文館 ●

 屋代熊太郎・杉田勝太郎 『近世国語文典』 明治書院 ●

 開成館編輯所編 『日本文法中教科書備考』 開成館 ●

 明治書院編輯部編 『女子日本文典』 明治書院 ○

 

 次に、主要な文法教科書における文法記述について見ておく（文法教科書では

ないが、参考として岡田正美『
解説
批評日本文典』も掲出しておく）。 

 

岡田正美『
解説
批評日本文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、数詞、動詞、形容詞、副詞、接続詞、助動詞、

テニヲハ、感動詞 

 〈活用形〉 未然段、続用段、終止段、続体段、已然段、命令段 

 〈文の成分〉 主語、説明語（述語）、客語、補足語 修飾語 

新楽金橘『
中等
教育日本文典』 

 〈品詞分類〉 天爾乎波、名詞、代名詞、形容詞、動詞、助動詞、副詞、接続

詞、感動詞 

 〈活用形〉 一段不定法、二段連用法、三段終結法、四段連体法、五段命令法 

 〈文の成分〉 主語、説明語、目的語、成文語、形容語 

佐々政一『日本文典』、『続日本文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、形容詞、代名詞、動詞、助動詞、副詞、接続詞、天爾波、

感動詞 

 〈活用形〉 第一変化、第二変化、第三変化、第四変化、第五変化 

 〈文の成分〉 主語、述語、客語、補足語  修飾語 

松平円次郎『新
定日本文法教科書』、『女子文法教科書』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、弖爾乎波、接続詞、感歎詞 

 〈活用形〉 将然言、連用言、截断言、連体言、已然言 
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 〈文の成分〉 主要分（主語、説語（目的、補語））、従属分、絶対分 

吉田弥平・小嶋政吉・小山左文二『国文典教科書』、小山左文二・小嶋政吉『女子国文典』、

吉田弥平・小山左文二『新
撰国文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、関係詞、助動詞、副詞、接続詞、

感動詞 

 〈活用形〉 将然段、連用段、終止段、連体段、已然段、命令段 

 〈文の成分〉 主語、説明語、客語、補足語  修飾語 

屋代熊太郎『女子日本文典』、屋代熊太郎他『近世国語文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、接続詞、感動詞、助動詞、

助詞 

 〈活用形〉 将然段、連用段、終止段、連体段、已然段、命令段 

 〈文の成分〉 主語、説明語、客語、補足語  修飾語 

横地清次郎『国文法教科書』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、助動詞、助詞、接続詞、

感歎詞 

 〈活用形〉 未定形、連用形・中止形、終止形、連体形、接続形、命令形 

 〈文の成分〉 主語、述語、客語、間接客語、補語  添加語 

永井一孝『国文法要義』 

 〈品詞分類〉 体言（名詞、代名詞、副詞、接続詞、感動詞）、用言（動詞、

形容詞）、動辞、静辞 

 〈活用形〉 (言及なし) 

 〈文の成分〉 主部、述部 

大宮兵馬『中等日本文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、接続詞、感動詞、助動詞、

助詞 

 〈活用形〉 第一段、第二段、第三段、第四段、第五段、第六段 

 〈文の成分〉 主語、説明語、客語、補語  修飾語 

山田信次・蔵田国秀『作文
応用日本文法教科書』 

 〈品詞分類〉 体言、用言、助辞 

 〈活用形〉 第一転、第二転、第三転、第四転、第五転 

 〈文の成分〉 (言及なし) 

弘文館編輯所『新撰中等文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、動詞、形容詞、助動詞、副詞、接続詞、感動詞、疑問詞、

助静詞 
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 〈活用形〉 第一変化、第二変化、第三変化、第四変化、第五変化 

 〈文の成分〉 （言及なし） 

明治書院編輯部『女子日本文典』 

 〈品詞分類〉 名詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、感動詞、接続詞、助動詞、

助詞 

 〈活用形〉 将然段、連用段・仮体段、終止段、連体段、已然段、命令段 

 〈文の成分〉 主語、説明語、客語、補語  修飾語 

 

 これらの記述からは、品詞分類が「名詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、接続

詞、感動詞、助動詞、助詞」、活用形が「将然段、連用段、終止段、連体段、已然

段、命令段」、文の成分が「主語、説明語、客語、補語」の 4 成分と「修飾語」と

いうように、ほぼ収斂している点がうかがえる。これを前項の明治 20 年代におけ

る国学風日本文典を中心としたものと対比してみれば、大槻以後における術語整

理の実態が一層明らかなものとなるだろう。そして、学校国文法の成立という観

点からは、橋本文法に至るものとして、現行のものとさほど大差ないものとなっ

てきたことがうかがえる。 

 しかしながら、それでも現行の学校国文法と対比すれば、一部において若干の

異なりを見せている。例えば「将然段」といった名称や、「説明語」の定置などが

そうである。これらに整理については、大槻以後、芳賀矢一の文法書が大きな役

割を占めることになる。 

3. 2. 芳賀矢一の文法書について 

 芳賀矢一の文法教科書については、すでに森田（1999）に言及があるものの、

具体的な文法術語の収斂過程については不明な点も多い。また、芳賀は多くの文

法書を著しているため、初期と後期では若干の異なりを見せる部分も存在する。

芳賀の文法書については以下のとおりである（論文を除く）。 

 

1904（明治 37）年 『中等
教科明治文典』、『国語活用連語一覧』 

1905（明治 38）年 『中等
教科中古文典』 

1906（明治 39）年 『明治文典入門』、『中等
教科明治文典中古文典参考書』 

1907（明治 40）年 『日本文典』（中国版（上海商務印書館刊）、『中等
教科明治文

典』の翻訳） 

1911（明治 44）年 『国文典初歩』、『中等
教科現代文典』 

1912（大正 元）年 『新定女子文典』 
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1913（大正 02）年 『口語文典大要』 

1914（大正 03）年 『中等
教科練習用国文典』 

1918（大正 07）年 『皇国文典』 

1922（大正 11）年 『帝国新文典』、『女子新文典』 

1928（昭和 03）年 『文法論』（講義録） 

ｗ 

 文法術語については、品詞分類では「名詞、代名詞、数詞、形容詞、動詞、助

動詞、副詞、接続詞、感動詞、助詞」、活用形では「未然形、連用形、終止形、連

体形、已然形、命令形」、文の成分では「主語、述語、客語、補語」と「修飾語（形

容詞的修飾語、副詞的修飾語）」を認めるというもので、おおよそ一致している。

ここにおいて「未然形」を含む「～形」という名称での六活用形が定着すること

になる。 

 大槻以後、学校国文法としての体裁がほぼ完成することになるが、そこには芳

賀の文法書が果たした役割を含めて検討すべき課題として存在する。なお、芳賀

の文法論については稿を改めて論じる予定である。 

４．おわりに―今後の課題― 

 拙稿（2010）においても言及したように、学校国文法とは「橋本文法」といっ

た名称のように、ある学説に準拠した文法の一つとして固定的に考えるよりも、

各時代における文法教育の内実を示した、いわば「現象」として把握されるべき

ものである。また、文法研究と文法教育との関係について見ても、文法研究の流

れのみを追うことで文法教育を考えようとするならば、どうしても学説との関連

にのみ注意が向けられてしまうことになる。しかしながら、研究史上画期的な文

法書を著した文法学者の多くは、一方で自らの著した文法教科書の中で、常に自

説との違いを吐露し続けてきたという実態が存在する。 

 例えば、近代的日本語文法研究者の嚆矢的存在である山田孝雄は、文法教科書

では教育的配慮から、至る所で妥協的な扱いを行っている。「存在詞」については

「そは一家の私見にして未社会の公認を経ざるものなれば、自己の所信は牢乎とし

てこれを論ぜず。之を普通教育に施さんとするは
ママ

には時期尚早しと信ずるが故に

これを論ぜず。」（『中等文法教科書別記』p.127）と述べている。また、助動詞の

扱いについては以下のように、国語教育上の配慮を示している。
（3）

 

 

著者自身は助動詞といふ目を設くることに反対して、之を動詞の複語尾と称
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せり。その説は日本文法論中巻に詳論せり。本書はさる論議をなすべきもの

にあらぬが故に之を略く。とにかくに性質一の単語ならぬは明なる事実なれ

ど、慣例に従ふと説明の便宜との為に一目を設けたるにすぎず。これ本文に

「助動詞は…の単
○

語
○

なり」といふ定義も何も下しあらざるなり。教授者諸君の

この点に留意せられむことを希ふ。 『中等文法教科書別記』p.33 

 

 また、松下大三郎の文法教科書について見ても、枡岡（1992）に詳細な検討が

なされているが、極めて独創的な松下文法の内容はあまり反映されていない（た

だし「連体詞」に関する言及については注目に値する）。つまり、文法教科書その

ものついても精緻に分析していかなければならない点が多く存在するということ

である。 

 ある種の妥協によって成立する文法教科書というあり方からすれば、それらの

教科書を文法研究史が扱うことは皆無に近かった。確かに、これらの教科書は学

説史的興味からすれば極めて稚拙に映るものであろうが、逆に、余りにも扱いが

粗雑であったがゆえに、現行の学校国文法に対する見方を固定化させてしまった

とも言える。結果として、文法教育の意味や教育内容の出自が問われることなく

曖昧なまま放置されている。これこそが、学校国文法をめぐる最大の問題点であ

るだろう。今後は、まさに筆者が提唱する学校国文法成立史の観点から、文法研

究と文法教育との接点を精緻に分析していく必要があるように思われる。 

 ところで、大槻以後の流れに関して、大槻自身の文法学説の展開、すなわち『語

法指南』、『広日本文典』、『日本文法教科書』といった三段階の展開が見られる「大

槻文法」の内実についてはあまり言及できなかった。さ
（4）

らには、品詞分類にみら

れる国学風日本文典からの決別や、文章法（文論）の導入に関する分析や、国語

施策との関係（国語調査委員会や『口語法』、『口語法別記』との関係）について

は全く触れることができなかった。これらについても、芳賀の文法論とともに今

後の課題としたい。 

 

注 

（１）ここでは拙稿（2007）でも言及しているように、英語教育における学校文法との区別

の意味も含めて、「学校国文法」という語を用いている。日本における「学校文法」は、

いわば「学校国文法」と「学校英文法」によって完成するわけである。 

（２）本稿では品詞分類、活用形、文の成分の三点に絞って言及したが、さらに精緻に見て

いく必要があることは言うまでもない。具体的には、助詞、助動詞などの品詞各論や、

構文論の扱いなどが挙げられる。なお、学校国文法において文法範疇をどう捉われた

のかについては、文法教育史のみならず日本語学史的においても極めて重要な研究対
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象となってくるはずである。 

（３）ただし、活用の種類についてカ行変格活用とサ行変格活用を「三段活用」としてまと

めているところは、今日定着を見なかったものの、終始一貫している。こうした山田

の文法教科書については拙稿（2006,2009）を参照。 

（４）明治 20 年代の学校国文法成立史における大槻文彦の位置については、森田（2000）に

言及がある。 
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